
Title 長守善著 福祉国家イギリス
Sub Title
Author 丸尾, 直美

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1961

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.54, No.2 (1961. 2) ,p.155(79)- 156(80) 
JaLC DOI 10.14991/001.19610201-0080
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19610201-

0080

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


V
;
:--
o'
臀

i か
：：

取
r 一
ま
^

賃
•

(

舟
撟
尙
道
氏

)

. :

で̂

、'

日
：本
資
壤
主
義
§

も
：パ 

:

:

と
そ
：の

韻

対

的

過

繁
0:
:

の
特
質.

ど
> :
'

_

が

舍

基

酿

：
 

と
す
る
^

働

市

場

の

特

質

を分
析
し
、

そ

こ

か

ら 

.，.'

「

脅
働
力
の#

場

価
格
の
妹
則
：

^

.

.も
'
:^ '
.

づ.
.，
い
；
_
て

女

■.

立
；
.
.

..:::す
?>
:
'
:わ

：
が

国

の

：
低

賃

金

1_
.

〉

：: ^
_

眼

し

：
出
_

と

^

各

本

へ
 

"
第
ニ
隹
级
下
で
は
纪
具
体
的
な
賃
金
決
定 

;

因
ど
b
:
て
#

策

命

捣

定

、
：
：
、
国

家

:-
-
*紙

常
.脊
.;
.免

_

軟
 

合

の

货.金
政
策
が
と
り
丧
げ
ら
れ
る
。

.
;':
:
:第
ニ

章
:«
金
做
楚
の
：分

析

>

(

藤
用 

わ
¥
国
労
使
関
_係

：
の
：
特

寶

；
と

；
ぃ

(

.わ

.朽
る
年
功
型
：斧
使
ン 

関
係
の
戦
後
に
お
付
る
形
態
と
そ
の
変
化
を
明
.ら
か 

:に
^

る
；た
め
、;«
鹿
柢
|

^
協
定
_，
炭

協

賃

金

§

^
:、「

j 

職
階
拾
、
職
務
給
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。

：

:

s:
a
章

国

家

；
：
の
：
賃

金

政
策

；：：(

神
代
和k

.

一
舟
橋
尚
：
 

B

a

.'

.は

,>
:国
家
の
»
命

：
政

策

が:'
-
中
^ '
委
、
：̂

贤
；( 

番
、

人
事
院
.と

い

ぅ

場

を

通

じ

て

い

か

に

貫

徹

さ

れ

，
 

て
き
た
の
か

と
、い
；ぅ
観
点
か
ら
、
'，
各
時
期
の
政
；策
を 

反
映
：す
る
逢
要^:
例
を
分
析
ず
：る
。
;

第

四

章

経

営

者
0
貨

金

：政

策

：*:
.橋
洸
氏)

：
で

' 

は
、
.賃
金
統
，制
、
へ
バ.：|
:ス
：賃
金
、
：賃
^
管
?|
:
の
：合

理

、：

： 

化
、

生
產
性
向
上
波
動^ .
の
'賃
金
故
敗
の
檢
討
を
通> 

し
て
、

戦
後
に
お
け
る
経
営
者
の
，賃
金
政
策
の
展
開
： 逦

程
を
-明
ら
か
.に
す
る0»

.•
:
-
>
-
れ
.に
：.対
：1>
;
:
.
て
.、
'
第
：荽 

金

政

策(

藤
本
武
氏)

が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

, 3
:

表

後
0

■

ハ
冓
賃
焱
形
韙
と
賃
金
擀
造

^
:

藤
本
武>

: 

舟

橋
尚

道

氏

)

は
、
企
業
内
*
企
業
間
に
お
け
る
各 

.«

の
食
金.

較
差
^

、
：：
賃
：金
形
態
の
特
質
：め
：分

柝

泠

4

'

て
ら
れ
て
い
る

。

-

本

書

：は
、
：—

本
資
本
：生
義
に_
げ
厶
«

金 

#
的
な
運
.動
法
刻
1-
を
；明

ら

が

に
-1
.
:ょ
ぅ
ど
^
5-
'
観

：
 

.点
に
ち
ぅ
.；て
執
筆
每
れ
た
も
の
：で
：ぁ
：
っ

「

て
、
'算
金
'決
-:
'
:

:

定
6
諸

要

因
^
つ
'ー：ぃ
大
も
、ー
；そ
：れ
ら
：を
日
本
資
本
主
', 

。義
.の
^
が
^
把
ん
.よ
：
ぅ

：
と
：
ぬ

5:
視

角

が

ど̂
れ

て

ぃ

；： 

.る
;'
°:(

か

が
;|
,
分

析

視

角

は
.：
ぎ

お.め
^
適

切

な:.
%
;の
：
：
：
で

：

： 

，
あ

る'!
,
.、：.
_
.ー：1
1第

，
五

着

の
*
金
.決
.定
..め' 誰
敷
固
.

の
；；

V 

、
分

析

で

へ

ゅ

^
傾
別
的
冷
は
、
、£■
■:
:纹
視

角

羚

た

ブ

だ

键： 

、れ 

^

^

^

 

.

し
か
し
な
が
ら
、
金
体
を
通
し
て
こ
の
分
祈
視
角 

妨
'充
分

0

.6
>
:ぬ
：が
：れ
て
：ぃ̂

と
.は
#

ぇ

；
ず':
>
'
:
質

金
 

問
題
支
規
.定
す
る
も
.
.

の
；；

と
し
.て
.の
.、へ、
日
本
資
本
生
義
パ 

の
：櫞
造
的
特
質
：と
ぞ0:
発
庚
：過
歡
が
滓
彫
り
に
さ^ ; 

:て
；ぃ
.な
ぃ
'0
;
:ど
ぐ
に
、

最
後
の
第
：六.韋
が
入
^
^

分
析
の
総
括
と
し
て
、
貨
金
の
梆
造
及
び
形
態
を
解 

明

す

る
と

い
う

構

成
に
.な
づ

て
い
.る
に
も
か
か
わ
ら

.■
■
ず
、
：.各
種
の
賃
金
格
^
や
賃
金
形
態
.の
突
態
を
筒
平

に
の
ベ
る
に
と
.ど
.ま
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
全
体 

の
蒜
合
的
考
察
が
行
な
わ
れ
ず
、
日
本
資
本
主
義
の 

ー
榕
造
的
特
質
，虼

そ0-
発
屎
過
：程
に.よ
っ
'
.て
規
：定
、さ
れ 

J
Tt
:
賃
金
問
題
の
金
貌
が
き
わ
^
で
不
明
確
な
へ
ま
ま
に 

終
っ
て
.い
る
の
が
残
念
で
あ
る

。

(

弘
文
堂
刊

r
A 

四
..

T
.
I

頁

：：
五
：
^

.

丨
井
村
喜
代
子

I

* 

* 

• 

*

.へ

ヨ

.,
0
、
：
不
ム
.チ
>

7

»

'''

較

，
：

一
勢
へ
こ
へ
'
'
S

F
I
P
K
S
(p
H
6
H
s
e 

s

AJ
Trt
>
s
3
T
H
K
H
.

co
3
«
0
H
:
p
M
K
4

<T
>
*

c
k
h
x

 HCC/Ie.aoBaHHSrxvno 

ね

 p
e

J=J
a
K
U
H
e
w

 B. 

0
. He

M
q
H
H
O
.
B
a
,

 

M
O
C
K
B
a

 

1959.

経
済
学
の
研
究
に
お
け
る
数
学
的
方
法
の
使
用 

は
、
.：

近
代
経
済
学
に
お：v
，

て

は：'
現

在

ま

っ

た

く

一

.般
的
な
も
の
と
な

.つ
て
い
る
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の
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々
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設
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主
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て
い
.る
が
、
福
祉
国
家

.と
は
ど
の
よ
ぅ
な

C

の
か
に
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つ
い
て
論
じ
た
文
献
は
乏
し
い
。

恐
ら
く
、

人
々
，が

福
祉
国
家
的
行
き
方
と
い
う
も
の
を
考
え
る
と
き
念 

頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
戦
後
の
英
国
'
の
迪
.っ
た
よ 

う
な
道
.

で
あ
.

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
戦
後
.

の
英
国
に
.お
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て
行
な
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わ
れ
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社
会
保
障
を
中
心
.と
す
る
福
祉
国
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政
策
に
つ
い
て
の
.本
格
的
な
研
究
書
は
な
か
っ
た
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い
っ
.

で
よ
.
.い
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守
善
教
授
の
本
書
は
、
望
ま
れ
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い
た
こ
の
種
の
研
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究
書
へ
の
■要
望
を
充
分
満
た
し
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く
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石
優
れ
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書
で
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へ
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か
し
、
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書
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•¥
に
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祉
国
家
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実
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を
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ず
る
.だ
け
の
本
で
は
な

い
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霞
国
家
の
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際
を
分
析
す
る
に
と
ど
へ
ま
ら
ず
、
そ
の
背
景
に
あ
る 

^

想
'
に
ま
で
さ
'
か
：の
ぼ
ら
て
、
福
祉
国
家
思
想
形
成 

の
：歴
史
を
，-考
察
じ
て
い
る
点
が
本
書
の
一
つ
の
特
徴 

で
あ
る
。
ま
た
、
福
祉
国
家
ィ
ギ
リ
'
ス
<0
当
面
せ
る 

経
済
的
諧
困
難
に
，つ
い
て
も
鋭
'い
分
析
が
加
え
ら
れ 

て
い

る
が
、
こ
の
よ.
う
に.
実
際
の
政
策
と
そ9

背
後 

に
あ.
る
思
想
と
■福
祉
国
家
的
政
策
の
歴
史
的
発
展
と
へ 

の
関
連
を
考
膝
し
’
つ
、つ
：問
題
に
接
近
す
る
こ
と
に
よ 

っV
、

福
祉
国
家
の
性
格
乃
至
：本
質
を
浮
き
ぼ
り
に
：
 

す
る
こ
と
^

成
功
し
て
い
る
。-

先
ザ
第
二
部
撟
祉
国
家
の
越
念
で
は
、
福
祉
国
豸 

思
想
の
系
#
が
考
察
隹
れ
て
お

1り
、
第
二
部
福
祉
国 

家
の
：形
晛
過
程
；：で
は:;
>
ィ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
.福
祉
国

.

七
九
ン(

ー
五
五)
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'
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.每
政
光
の
歴
史
的
苑
展
の
跡
が
见
ら
れ
て
い
る
。
そ 

し
て
第
一1

一
部
に
お
い
て
戦
後
の
福
祉
国
家
ィ
ギ
リ
ス 

で
行
な

.わ
，れ
た
実
際
の

.経
済
政
策
が
検
討
さ
れ
、
そ 

-'
'.:
.
の
：：問

題

啟

萌

_
さ
,
て
.い
>

^
特
：に
觀
秘
国
象
政
：

策
の
支
柱
と
も
い
え
る
社
会
保
障
政
策
に
つ
い
て
は 

評
細
に
檢
對
さ
れ
て
お
り
、
袢
益
さ
せ
ら
れ
る
と
こ 

ろ
が
多

.い
。 

へ
-
'

戦
後
の
英
国
は
福
祉
国
家
的
行
き
方
を
と
っ
た
代 

表
的

.
-^
国
.
.と'し
^

:

(

世
界〈

の
^
目
'を
^
.び
'
' て
き
..た 

が
、
経
済
成
畏
が
緩
馒
す
ぎ
る
点
や
、
ィ
ン
フ
レ
や

、
. 

:
国
際
収
攻
の
問
題

.炎

ゼ

，
で

：
い
^
い
'ろ
：な

困

康

を

経

難

：
 

し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
困
雜
が
福
祉
国
家
の
責 

任
で
あ
一
る
か
，の
如
く
論
ず
る
者
も
少
な
く
.な
い0'.
■し
. 

「

か
し
、
.握
教
授
は
そ
れ
ら
の
誰
問
題
を
検
討
す
る
こ 

と
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
福
祉
国
凜
の
廣
任 

で
な
.い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。.こ
う
し
.て
、
/福

祉

：
 

.国
家
政
策
.を
あ
く
ま
で
擁
護
し
、
掼
祉
国
家
速
設
の 

遒
を
乐
唆
し
た
い
と
い
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^
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書
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は
、
本

書

に

お

い

て

彼

の

従

来

の

史

的 

研
究
か
ら
一
歩
を
進
め
、
各
分
野
に
わ
た
る
博
識
を 

も
つ
.て
一
般
思
想
史
の
面
か
ら
近
代
精
神
の
形
成
と 

.そ
：の.展
開
を
；な
が
：め
？

近
代
精
神
に
：ょ̂
て
^
0
:西
：
 

:
欧

民

主

主
義
め
今
紙«:
ぁ

泛

か

；
存

を

：
見

.ょ
5
:
と

試

み

,
る
/0
-

:
:

先
ず
彼
ぃ
は
、
厂
思
想
と
物
質
的
条
件
と

^ :

人
間
行̂
 

に
お
い.

て
相
互
作
用
を
も
つ
も
吖
本
規
定
し
ぅ
备
時
べ 

代
の
思
想
を
み
る
に
当
つ
て
は
エ

.

.
リ

I

-ト
の
思
想
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み

な
: ^
^ '

、
：：天
衆
の
誰
し
^

が

本

フ

生

：
故

様

式

：
の
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部
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し
；
て
.

、.

の
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，
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.
隹

観

丨

世

論

と

 

い.

ぅ
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も

；
の
.
.に
ま.

で
.

目
.
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を
む
.
.け
る
の.
.で
あ
る.

。
'

と
：ぅ.

し
た
態
度
を.

も
つ
，
て
.十 

五
世
紀
以
後
の
西
欧
そ
対
象
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と
し
、
逝
代
精
神
の
形

.成
を
：匕
.
.ュ
I
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ズ
ム
、.，
.プ
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テ
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ン
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イ
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善

理

主

義

の

；
三
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つ
，
の

平

行

し

.た

淹

れ

の

；
交

錯

：
の
？

.
下
に
と
ら
え
る
。
そ
し
て
こ
の
な
か
.か
ら
現
わ
れ
て 

'

き
た
意
見
の
多
様
性
が
、

V
ど
：：

の
一よ
う
に
発
展
.し
、

そ 

の
深
さ
と
ひ
ろ
が
り
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た 

，
か

を

：
さ
-ぐ
.る
.こ
‘と
に
よ
：
'つ
.て
、
'彼
は
.：
第
--
.に
.自
己
.の
'
' 

人
生
観
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
第
二
に

」

他
人
の
人
坐 

観
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
他
人
と
よ
，り
円
漪
な 

生
活
を
七
う
る
よ
う
に
な
る
こ
上
を
.望
む
の
で
あ 

る
0
す
な
；わ
ち
惑
蒙
思
想
め
所
鹿
と
し
¥

の
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ク
： 

；
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：）
め
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常

な

：
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憩

：
を
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見
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に
み
る
。
 

し
か
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に
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代
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想
の
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く
が
啓
蒙

®
想
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嫡
流
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、

人
間
の
自
膝
的
善
性
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合
理
性
の
教
義
を
中

心
と

す

る
こ
と
に

対
し
、
蒂
者
は
こ
の

ア

ン

チ
テ
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反
主
知
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義
を
重
概
す
る

°
.
し
か
し

.彼
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.
は
反
主
知
主
義
に
影
響
は
ざ
れ
る
が
、
同
調
は
し
な 

た
だ
：現
実
と
理
想
と
の
緊
贬
関
係
を
、
理
想
を

' 

現
英
に
近
づ

if
:
る

-:
•
>:
に
_よ
つ
て
、
緩
和
し
よ
う
と 

す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
方
法
こ
そ
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、
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な
わ
ち
理
想
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も
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な
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双
豸
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義 
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め
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の
存
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を
疑
つ
て
は
な
ら
な
ぃ
と
ぃ
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'
の
が
翁
者
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結
論
で
あ

.る
。

と
れ
ま
で
.思
想
史
面
に
す
ぐ
れ
た
業
績
の
み
ら
れ 

な
か
つ
た
ア
メ
リ
カ
に
こ
の
ょ
ぅ
な
労
作
が
現
わ
れ 

た
こ
と

.
は
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@
に
値
し

.ょ
t

o
そ
し
.て
わ
れ
わ
れ
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改
め
て
、
人
々
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心
に
深
く
根
ざ
す
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主
主
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と
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の
に
ろ
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，
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心
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い
わ
ば
原
理
的
視
点
か
ら
の
研
究
が
多
い
。
そ
の
こ 

.
ど
.は
.信
用
理
論
が
：、
：1>
車

だ

新

し

分

研

贫

領

域

先:^

る
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と
を
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し
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い
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え
る
し
、
ま
た
、

「

資

•
.

新
.

刊
'
.紹

介
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本

論1-
の

論

.
述

に
4
み
ぇ
る
と
お
り
、
へ
信
用
理
論
が

' 

豊
富
，な
事
実
認
識
の11
に
た
:'
.？
て
で
^
け
.れ
.ば
.真
に
' 

体
系
化
し
.え
：な
.い
と
い
う
困
難
：さ
に
：よ
る
と
.こ
ろ
も 

多
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
は
、
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用
理
論
：
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展
開
は
厳
に
論
理
的
歴
史
.的
 
'で
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け
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ば
な
ら
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と
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れ
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に
し
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金
融
論
と
い
う
領
域
を
設
定
し
、
そ
れ
を
マ 

ル
ク
ス
経
済
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の
中
に
体
系
づ
け
る
と
い
う
菽
本
的 

問
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に
も-
せ
ま
ろ
う
と
じ.
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い
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と
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ろ
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灰
ゅ
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。
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、.
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融
政
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を
究
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す
る.
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や
あ
る
が
、
ぺ
し
へ
か
：し
そ
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)

ば

、
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ま

理

論

が

.
取

极

,5
ば
：あ
い
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办
つ
て
'.
-い 

る
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金
融
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象
；と
す
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'
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靡
史
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融
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場
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*
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地
か
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ィ
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ギ
リ
：
ス
に
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独
占
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階
に
お
け
る
銀
行
制
度
を
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株
式
会
社
と
の
結
合

、
、
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_ 

:

金
織
資
本
の
.成

立
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展

と
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に
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銀
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ょ
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階
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歴
史
盼
な
発
展
過
程
み
類
型
化
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こ
こ
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て
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:
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行
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し
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措
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れ
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:
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な
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#
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#
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